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昭
和
五
十
四
年
四
月
十
九
日
提
出 

質

問

第

二

五

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

合
成
洗
剤
の
安
全
性
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
四
年
四
月
十
九
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

灘 
尾 

弘 

吉 

殿 

 

提 

出 

者 
 

島 

本 

虎 

三 

 

一 

 



 

特
に
、
そ
の
含
有
す
る
燐
分
は
、
閉
鎖
性
水
域
の
富
栄
養
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
赤
潮
の
発
生
を
も
た
ら 

 

し
、
漁
業
、
中
で
も
養
殖
漁
業
に
大
き
な
被
害
を
与
え
る
に
至
つ
て
い
る
。 

合
成
洗
剤
は
、
そ
の
安
全
性
に
つ
い
て
か
ね
て
よ
り
数
々
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
い

ま
だ
十
分
な
解
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
使
用
状
況
に
よ
つ
て
は
皮
膚
等
に
障
害
を
生
ず
る
な
ど
、
具
体

的
な
健
康
影
響
の
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
種
々
の
疾
病
、
難
病
の
原
因
と
し
て
多
く
の
研
究
報
告
が

発
表
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま
た
、
合
成
洗
剤
は
生
活
排
水
と
な
つ
て
河
川
、
湖
沼
、
海
域
に
流
入
し
、
水
道
水
源
な
ど
の
水
質
環
境
の
悪

化
に
寄
与
す
る
な
ど
、
公
害
対
策
並
び
に
環
境
保
全
の
面
か
ら
も
種
々
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。 

 
従
つ
て
、
合
成
洗
剤
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
問
題
点
に
関
す
る
対
策
が
急
が
れ
て
い
る
と
の
観
点
か
ら
、
先
に 

合
成
洗
剤
の
安
全
性
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

第
八
十
二
回
国
会
の
昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
六
日
、
合
成
洗
剤
の
安
全
性
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
質
問
第

八
号
）
を
提
出
し
、
同
年
十
一
月
十
一
日
、
政
府
か
ら
答
弁
書
を
受
理
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
答
弁
内
容
及
び

そ
の
後
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
政
府
の
施
策
か
ら
は
、
具
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
全
く
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
改
め
て
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

合
成
洗
剤
の
毒
性
に
関
す
る
調
査
研
究
の
評
価
に
つ
い
て 

1
(1) 

柳
沢
文
徳 

（
東
京
医
科
歯
科
大
学
難
治
疾
患
研
究
所
疫
学
部
門
教
授
） 

(2) 

柳
沢
文
正 

（
柳
沢
成
人
病
研
究
所
長
） 

「
合
成
洗
剤
の
科
学
」
（
学
風
書
院
） 

「
日
本
の
洗
剤
・
そ
の
総
点
検 

増
補
版
」
（
績
文
堂
） 

「
食
品
衛
生
と
は
何
か
」
（
医
歯
薬
出
版
） 

「
食
品
薬
品
公
害
」
（
有
斐
閣
） 

四 

 



 

2
(1) 

電
子
顕
微
鏡
写
真
に
よ
る
肝
細
胞
壊
死
等
の
病
変
の
確
認 

(3) 

三
上
美
樹 

（
三
重
大
学
学
長
） 

右
に
列
挙
し
た
著
作
等
に
お
け
る
デ
ー
タ
は
、
合
成
洗
剤
の
人
体
に
対
す
る
有
害
性
を
証
す
る
も
の
と

は
考
え
ら
れ
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
右
の
著
作
等
に
お
け
る
動
物
実
験
は
、
す
べ
て
人
体
へ
の
使
用

を
予
想
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
答
弁
に
お
い
て
理
由
を
明
示
す
る
こ
と
な
し
に
「
人
体

に
対
す
る
有
害
性
を
証
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
全
く
説
得
力
を
欠
く
も

の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

「
有
害
性
を
証
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」
と
す
る
理
由
及
び
そ
の
根
拠
と
な
る
論
文
等
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

「
昭
和
四
十
九
年
度 

中
性
洗
剤
特
別
研
究
報
告
書
」 

「
昭
和
四
十
八
年
度 

中
性
洗
剤
特
別
研
究
報
告
書
」 

五 

 



 

(2) 

動
物
実
験
に
お
け
る
胎
仔
奇
形
及
び
胎
仔
末
梢
血
中
の
白
血
病
細
胞
の
確
認 

右
報
告
書
に
つ
い
て
、
報
告
者
を
含
む
四
人
の
研
究
者
に
よ
り
昭
和
五
十
年
に
実
施
さ
れ
た
Ｌ
Ａ
Ｓ
の

催
奇
形
性
に
関
す
る
合
同
研
究
で
は
、
催
奇
形
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
結
論
を
得
て
い
る
と
の
答
弁
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
、
合
同
研
究
で
は
な
く
四
人
別
々
の
研
究
で
あ
つ
て
、
合
意
の
う
え
で
の
結
論
は
得
ら 

右
論
文
に
つ
い
て
、
一
般
に
合
成
洗
剤
の
慢
性
毒
性
試
験
に
お
い
て
は
、
肝
障
害
は
発
現
し
な
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な
る
資
料
名
及
び
試
験
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

「
昭
和
四
十
九
年
度 

中
性
洗
剤
特
別
研
究
報
告
書
」 

「
昭
和
四
十
八
年
度 
中
性
洗
剤
特
別
研
究
報
告
書
」 

「
合
成
洗
剤
に
よ
る
肝
障
害
の
超
微
形
態
的
研
究
」
（
合
成
洗
剤
研
究
会
誌N

o.1

） 

三
重
大
学 

三
上
美
樹 
他 

名
古
屋
市
立
大
学 

渡 

仲
三 

他 

六 

 



 

(3) 

バ
ク
テ
リ
ア
の
変
型 

れ
て
い
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
答
弁
で
は
「
そ
の
実
験
条
件
は
合
成
洗
剤
の
人
体
に
対
す
る
有

害
性
を
判
定
す
る
上
に
お
い
て
、
適
切
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
論
文
に
つ
い
て
、
毒
性
を
評
価
す
る
た
め
に
利
用
で
き
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
微
生
物
へ
の
毒

性
は
、
人
体
へ
の
生
理
毒
性
を
示
す
指
標
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

ま
た
、
答
弁
に
お
い
て
「
毒
性
を
評
価
す
る
た
め
に
は
利
用
で
き
な
い
。
」
と
す
る
理
由
を
資
料
名
を
あ

げ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

「
合
成
洗
剤
が
細
菌
の
発
育
に
及
ぼ
す
影
響
」
（
日
本
公
衆
衛
生
雑
誌

23
巻

10
号
・

24
巻

9
号
、
合

成
洗
剤
研
究
会
誌
Ｎ
ｏ.1
） 

川
崎
市
衛
生
研
究
所 
小
林 

勇 

他 

七 

 



 

(5) 

血
液
中
の
赤
血
球
細
胞
膜
の
溶
解
作
用 

(4) 

人
間
の
精
子
変
型 

右
論
文
に
つ
い
て
、
毒
性
を
評
価
す
る
た
め
に
利
用
で
き
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
精
子
に
対
す
る

致
死
作
用
は
、
合
成
洗
剤
に
よ
る
細
胞
毒
性
の
現
れ
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

ま
た
、
三
重
大
学
三
上
美
樹
氏
に
よ
る
合
成
洗
剤
の
皮
膚
塗
布
試
験
の
結
果
か
ら
精
子
に
対
し
て
も
有

害
性
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
指
摘
は
ど
う
考
え
る
の
か
。 

(

注) 

「
消
費
者
リ
ポ
ー
ト
」N

o.303
 

一
九
七
七
年
十
月
二
十
七
日
号 

日
本
消
費
者
連
盟 

参
照 

「
洗
剤
汚
染
」
（
合
同
出
版
） 

「
界
面
活
性
剤
が
ヒ
ト
精
子
に
与
え
る
影
響
」
（
合
成
洗
剤
研
究
会
誌N

o.1

） 

川
崎
市
衛
生
研
究
所 

小
林 

勇 

他 

川
崎
市
衛
生
研
究
所 

小
林 

勇 

他 

八 

 



 

(6) 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加
に
よ
る
高
血
圧
症
患
者
の
増
大 

右
著
作
に
つ
い
て
、
溶
解
作
用
に
関
す
る
記
述
に
は
、
そ
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
そ
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

② 

石
け
ん
は
、
経
口
摂
取
し
た
場
合
、
胃
に
よ
つ
て
分
解
さ
れ
る
が
、
合
成
洗
剤
は
こ
の
よ
う
な
分
解

作
用
を
受
け
ず
、
血
液
中
に
混
入
し
、
赤
血
球
を
溶
解
さ
せ
る
た
め
、
貧
血
症
の
原
因
と
な
つ
て
い
る

と
い
う
柳
沢
文
正
氏
ら
の
警
告
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
。 

① 

東
映
の
教
育
映
画
「
合
成
洗
剤
は
安
全
か
」
で
は
、
人
の
赤
血
球
の
溶
解
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
合
成
洗
剤
に
よ
る
赤
血
球
の
溶
解
作
用
を
認
め
る
か
。 

(

注) 

「
日
本
の
洗
剤
・
そ
の
総
点
検 

増
補
版
」 

「
日
本
の
洗
剤
・
そ
の
総
点
検 

増
補
版
」
（
績
文
堂
） 

柳
沢
文
正
（
績
文
堂
） 
35
頁
参
照 

九 

 



 

(7) 

化
学
物
質
が
界
面
活
性
剤
と
共
存
し
た
場
合
に
お
け
る
腸
壁
か
ら
の
吸
収
増
加
に
よ
る
化
学
物
質
の
複 

ま
た
、
ソ
連
の
モ
ジ
ャ
エ
フ
氏
の
研
究
で
も
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
上
昇
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
ど
う
評
価
す
る
か
。 

右
著
作
に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
実
験
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｓ
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
上
昇
さ
せ

る
作
用
が
あ
る
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
柳
沢
文
正
氏
、
柳

沢
文
徳
氏
ら
が
行
つ
た
実
験
に
お
い
て
、
ウ
サ
ギ
等
の
血
清
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
上
昇
が
確
認
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
そ
の
よ
う
な
結
論
が
得
ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」
と
す
る
根
拠
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

(

注) 
M

O
ZH

A
E

V, E
. A

, etal:Vestn, A
kad. M

ed N
R

U
K

, SSSR
. 27. 42

（1972

） 

(

注) 

「
日
本
公
衆
衛
生
学
会
誌
」 

柳
沢
文
徳 

他 

20
―

10
（
一
九
七
三
） 

参
照 

柳
沢
成
人
病
研
究
所 

柳
沢
文
正 

一
〇 

 



 

(8) 

い
わ
ゆ
る
川
崎
病
の
原
因
と
し
て
の
合
成
洗
剤
に
よ
る
慢
性
ア
レ
ル
ギ
ー 

右
著
作
に
つ
い
て
、
高
濃
度
の
界
面
活
性
剤
共
存
下
で
は
腸
壁
か
ら
吸
収
さ
れ
る
化
学
物
質
の
量
が
増

加
す
る
と
の
も
の
で
あ
り
、
合
成
洗
剤
の
人
体
に
対
す
る
有
毒
性
を
判
定
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
と
の

答
弁
で
あ
る
が
、
高
濃
度
下
で
の
化
学
物
質
の
吸
収
促
進
は
、
低
濃
度
下
で
の
吸
収
を
証
明
す
る
も
の
で

は
な
い
か
。 

ま
た
、
こ
の
答
弁
は
、
現
在
医
薬
品
に
吸
収
促
進
剤
と
し
て
界
面
活
性
剤
の
添
加
を
認
め
て
い
る
厚
生

省
の
方
針
と
矛
盾
し
な
い
の
か
ど
う
か
。 

合
影
響 

「
小
児
科
臨
床
」
（

22
巻

11
号
） 

「
日
本
の
洗
剤
・
そ
の
総
点
検 

増
補
版
」
（
績
文
堂
） 

柳
沢
成
人
病
研
究
所 

柳
沢
文
正 

一
一 

 



 

(9) 

水
中
の
Ｌ
Ａ
Ｓ
等
に
よ
る
魚
類
の
体
表
面
の
粘
液
分
泌
、
エ
ラ
呼
吸
等
の
阻
害
、
魚
類
の
舌
の
味
覚
細

胞
を
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
る
水
中
汚
染
物
質
摂
餌
の
助
長
及
び
ウ
ニ
卵
の
死
滅 

右
論
文
に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
学
界
に
お
い
て
大
方
の
賛
同
は
得
ら
れ
て
い
な
い
と
の
答
弁
で
あ

る
が
、
学
界
に
お
い
て
大
方
の
賛
同
を
得
ら
れ
て
い
な
い
学
説
は
無
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
国
民

の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
少
し
で
も
安
全
性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
学
説
は
、
こ
れ
を
検
討
し
て

い
く
と
い
う
基
本
的
態
度
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。 

ま
た
、
川
崎
病
の
原
因
究
明
研
究
班
が
当
初
か
ら
合
成
洗
剤
原
因
説
の
み
を
排
除
し
て
発
足
し
た
理 

由
、
同
研
究
班
の
調
査
研
究
結
果
及
び
今
後
に
お
け
る
川
崎
病
の
研
究
に
関
す
る
具
体
的
な
方
針
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

「
界
面
活
性
剤
の
魚
に
対
す
る
作
用
に
つ
い
て
」 
（
日
本
水
産
学
会
誌 

一
九
七
四
・
四
十
巻
十
二 

名
古
屋
大
学 

坂
本 

陽 

他 

一
二 

 



 

右
論
文
は
、
室
内
実
験
に
基
づ
き
合
成
洗
剤
の
水
産
生
物
に
与
え
る
影
響
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
直

ち
に
自
然
界
に
お
け
る
影
響
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
合
成
洗
剤
の
影
響
と
し
て
実
験
上
、
卵
稚
仔
の
発
育
及
び
エ
ラ
呼
吸
機
能
に
対
す
る
阻
害
作
用

等
が
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
室
内
の
生
物
実
験
に
基
づ
く
成
果
を
「
直
ち 

号
） 

（Science. V
O

L 148. 1965 p1605

） 

「
ウ
ニ
卵
の
発
生
に
よ
る
洗
剤
類
の
急
性
毒
性
実
験
」
（
合
成
洗
剤
研
究
会
誌N

o.1

） 

「D
etergents; effects on the chem

ical senses of fish Ictaturus natalis

」 
ラ
イ
オ
ン
油
脂 

富
山
新
一 

鳥
羽
市
水
産
研
究
所 
石
川
貞
二 

B
ardach JE

. F
ujiya M

 

一
三 

 



 

(10) 

皮
膚
浸
透
性 

右
著
作
に
つ
い
て
、
厚
生
省
が
行
つ
た
合
成
洗
剤
の
経
皮
吸
収
に
関
す
る
実
験
に
よ
れ
ば
、
吸
収
さ
れ

る
量
は
極
め
て
微
量
で
あ
る
の
で
健
康
上
問
題
は
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
健
康
上
問
題
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
ど
う
し
て
厚
生
省
は
合
成
洗
剤
に
つ
い
て
使
用
濃
度
及
び
一
日
許
容
吸
収
量
を
定
め
た
の
か
、
そ

の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

実
験
上
、
合
成
洗
剤
の
卵
稚
仔
の
発
育
及
び
魚
の
エ
ラ
呼
吸
に
対
す
る
阻
害
作
用
を
認
め
る
な
ら
ば
、

早
急
に
こ
れ
に
対
す
る
対
策
を
講
ず
べ
き
で
は
な
い
か
。 

に
自
然
界
に
お
け
る
影
響
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
」
と
し
て
軽
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。 

ま
た
、
厚
生
省
は
一
般
家
庭
に
お
け
る
合
成
洗
剤
の
使
用
に
当
た
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
使
用
濃
度
及
び 

「
洗
剤
の
恐
怖
」
（
新
時
代
社
） 

門
奈
仁
之 

一
四 

 



 

(11) 

お
む
つ
か
ぶ
れ 

右
論
文
の
調
査
は
、
四
千
人
余
り
の
赤
ち
や
ん
を
追
跡
し
た
皮
膚
科
専
門
医
、
保
健
婦
等
に
よ
る
大
々
的

な
疫
学
調
査
で
あ
る
。
こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
特
殊
な
お
む
つ
か
ぶ
れ
で
あ
る
乳
児
寄
生
菌
性
紅
斑
は
、

二
十
年
前
に
比
し
約
二
百
倍
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
合
成
洗
剤
を
粉
石
け
ん
に
変 

右
論
文
に
つ
い
て
、
乳
児
寄
生
菌
性
紅
斑
は
合
成
洗
剤
が
そ
の
発
症
要
因
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い

と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
次
の
点
に
つ
い
て
そ
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
日
許
容
吸
収
量
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
の
か
。 

(
注)  
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
十
八
日 

厚
生
省
告
示 

第
九
八
号
参
照 

「
近
年
急
増
し
た
乳
児
寄
生
菌
性
紅
斑
の
疫
学
的
調
査
」 

日
本
公
衆
衛
生
学
雑
誌 

V
O

L
10

―N
o.1

 

（
阿
部
勝
馬
） 

参
照 

（
第
三
回
山
形
県
公
衆
衛
生
学
会
資
科
） 

牧
野
好
夫 

他 

一
五 

 



 

二 

合
成
洗
剤
の
安
全
性
に
関
す
る
厚
生
省
の
考
え
方
に
つ
い
て 

1 

Ｌ
Ａ
Ｓ
の
安
全
性
の
根
拠
及
び
Ｌ
Ａ
Ｓ
等
の
許
容
量
等
に
つ
い
て
は
、
内
外
の
実
験
結
果
に
基
づ
く
総
合

的
判
断
か
ら
そ
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
使
用
方
法
に
よ
る
場
合
は
問
題
な
い
と
考
え
て
い

る
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
内
外
の
実
験
結
果
の
内
容
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
総
合
的
判
断
及
び
通
常
の
使
用 

以
上
の
こ
と
か
ら
合
成
洗
剤
の
人
体
に
対
す
る
安
全
性
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
行
う
考
え
は
な
い
と
の
答

弁
は
、
国
民
の
健
康
に
責
任
を
持
つ
厚
生
行
政
と
し
て
は
、
全
く
怠
慢
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
と
思
う
が
ど
う

か
。 

こ
の
疫
学
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、
合
成
洗
剤
が
同
疾
患
の
発
症
要
因
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と

の
答
弁
は
、
科
学
的
な
事
実
に
基
づ
ぐ
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
従
つ
て
こ
の
疫
学
調
査
の
反
証
と
な
る

事
実
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

え
て
洗
た
く
す
る
こ
と
で
患
者
は
減
少
し
、
二
十
年
前
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
戻
つ
て
い
る
。 

一
六 

 



 

三 

合
成
洗
剤
等
の
製
造
、
販
売
、
使
用
等
の
規
制
に
つ
い
て 

1 

赤
ち
や
ん
の
お
む
つ
か
ぶ
れ
に
つ
い
て
は
、
合
成
洗
剤
が
そ
の
発
症
要
因
で
あ
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、

従
つ
て
、
実
態
調
査
を
行
う
考
え
は
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
合
成
洗
剤
が
そ
の
発
症
要
因
で
あ
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
と
す
る
根
拠
は
何
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

科
学
技
術
庁
か
ら
委
託
さ
れ
た
合
成
洗
剤
に
関
す
る
研
究
の
研
究
結
果
に
つ
い
て
は
、
厚
生
省
は
そ
の
一

部
を
ま
と
め
と
し
て
発
表
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
研
究
結
果
は
い
つ
発
表
す
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た 

い
。 ま

た
、
許
容
量
の
数
値
、
性
差
、
年
齢
差
、
個
体
差
、
胎
児
毒
性
等
に
つ
い
て
一
切
触
れ
て
い
な
い
の 

 
 

で
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

方
法
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ス
モ
ン
病
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
等
の
薬
害
及
び
水
俣
病
等
の
公
害
病
も
問
題
に
な
つ
た
当
初
は
、
一
般
的
に 

一
七 

 



 

3 

台
所
用
合
成
洗
剤
に
つ
い
て
は
、
野
菜
・
果
物
洗
い
に
使
用
し
な
い
よ
う
に
行
政
指
導
を
行
う
考
え
は
な

く
、
ま
た
、
皮
膚
障
害
の
防
止
に
つ
い
て
は
使
用
上
の
注
意
事
項
の
表
示
義
務
付
け
等
所
要
の
措
置
を
講
じ

て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
そ
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

市
販
の
新
型
合
成
洗
剤
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
さ
ら
に
各
種
の
毒
性
試

験
を
実
施
し
、
そ
の
安
全
性
の
再
確
認
に
努
め
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
安
全
性
の
再
確
認
の
た
め
の

各
種
毒
性
試
験
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(1) 

合
成
洗
剤
が
予
想
以
上
に
野
菜
、
果
物
、
食
器
に
残
留
し
、
そ
の
結
果
、
合
成
洗
剤
が
経
口
摂
取
さ
れ 

そ
の
原
因
物
質
が
発
症
要
因
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
の
で
、
こ
れ
ら
深
刻
な
健
康
被
害
の
実
態
調
査

が
行
わ
れ
な
か
つ
た
。
そ
の
た
め
に
被
害
の
拡
大
を
招
く
等
の
重
大
な
事
態
を
引
き
起
こ
す
に
至
つ
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
過
去
の
経
験
に
か
ん
が
み
、
早
急
に
実
態
調
査
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。 

一
八 

 



 

(4) 

皮
膚
障
害
防
止
の
た
め
の
所
要
の
措
置
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。 

(3) 

五
〇
％
を
超
え
る
家
庭
の
主
婦
に
皮
膚
障
害
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
ど
う
考
え
る
の
か
。 

(2) 

野
菜
、
果
物
洗
い
に
お
い
て
水
洗
い
と
洗
剤
洗
い
と
で
は
、
そ
の
洗
浄
効
果
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
差
は

な
く
、
東
京
都
衛
生
局
長
の
通
達
（
昭
和
四
十
八
年
五
月
二
十
八
日
、
48
衛
環
食
第
二
〇
七
号
）
で
は
、
野

菜
、
果
物
洗
い
に
合
成
洗
剤
の
使
用
を
推
奨
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
の
か
。 

る
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
合
成
洗
剤
の
野
菜
、
果
物
、
食
器
へ
の
残
留
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
、
ま

た
、
残
留
し
た
合
成
洗
剤
が
経
口
摂
取
さ
れ
た
場
合
の
人
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。 

(

注)  

「
合
成
洗
剤
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
全
水
道
広
島
水
道
労
組 

参
照 

ま
た
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
合
成
洗
剤
が
皮
膚
障
害
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を 

「
ひ
ろ
が
る
合
成
洗
剤
追
放
運
動
」
合
成
洗
剤
追
放
全
国
連
絡
会
編 

収
載 

一
九 

 



 

5 

高
級
ア
ル
コ
ー
ル
系
等
の
シ
ャ
ン
プ
ー
に
つ
い
て
は
、
内
外
の
実
験
結
果
に
基
づ
く
総
合
的
判
断
か
ら
そ 

4 

卵
殻
を
卵
洗
浄
用
洗
剤
で
洗
浄
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
量
に
吸
収
さ
れ
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
同
洗
剤
の
規
制
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
多
量
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
す
る
根
拠
、
資
料
名
及
び
論
文
名
等
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

(5) 

以
上
の
こ
と
か
ら
政
府
は
、
台
所
用
合
成
洗
剤
の
使
用
禁
止
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。 

ま
た
、
も
し
そ
の
考
え
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
合
成
洗
剤
に
よ
る
手
荒
れ
被
害
等
の
治
療
費
、
慰
謝

料
等
を
一
切
補
償
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

認
め
た
も
の
で
あ
り
、
通
常
の
使
用
方
法
で
は
安
全
で
あ
る
と
い
う
答
弁
と
矛
盾
す
る
と
思
う
が
ど
う 

か
。 

二
〇 

 



 

(3) 

新
潟
の
星
野
正
夫
氏
に
よ
る
実
験
結
果
に
よ
れ
ば
、
高
級
ア
ル
コ
ー
ル
系
等
の
シ
ャ
ン
プ
ー
か
ら
石
け

ん
シ
ャ
ン
プ
ー
に
代
え
た
女
性
の
毛
髪
が
、
七
カ
月
後
に
細
い
赤
毛
か
ら
三
〇
％
程
度
太
い
黒
い
毛
髪
に

変
わ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
実
験
結
果
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

(2) 

皮
膚
刺
激
性
の
強
い
高
級
ア
ル
コ
ー
ル
系
等
の
シ
ャ
ン
プ
ー
を
長
期
間
に
わ
た
り
頭
頂
部
に
振
り
か
け

る
使
用
法
は
、
脱
毛
の
増
加
を
招
く
と
思
う
が
ど
う
か
。 

(1) 

三
重
大
学
三
上
美
樹
氏
、
坂
下
栄
氏
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ラ
ッ
ト
の
背
中
へ
の
シ
ャ
ン
プ
ー
の
塗
布

実
験
で
著
し
い
た
だ
れ
や
脱
毛
等
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
実
験
結
果
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

の
安
全
性
に
問
題
は
な
く
、
被
害
の
実
態
調
査
を
行
う
考
え
は
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
以
下
の
点
に
つ

い
て
そ
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(

注) 

「
合
成
洗
剤
の
生
体
障
害
性
に
関
す
る
研
究
、
知
見
補
遺
」
（

3
の

3
） 

三
上
美
樹
他 

参
照 

三
重
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
業
績
集
第

24
集 

収
載 

二
一 

 



 

6 

リ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
内
外
の
実
験
結
果
に
基
づ
く
総
合
的
判
断
か
ら
そ
の
安
全
性
に
問
題
は
な
く
、
被

害
の
実
態
調
査
を
行
う
考
え
は
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
リ
ン
ス
に
皮
膚
刺
激
性
は
な
い
と
考
え
る
の 

か
。 

(5) 

答
弁
に
お
け
る
内
外
の
実
験
結
果
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
示
さ
れ
た
い
。 

(4) 

近
来
、
乳
幼
児
の
頭
髪
が
以
前
に
比
べ
て
細
く
、
赤
毛
が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

高
級
ア
ル
コ
ー
ル
系
の
シ
ャ
ン
プ
ー
の
使
用
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
事
実
を
認
め
る

か
。 

(
注) 

「
シ
ャ
ン
プ
ー
は
髪
を
荒
す
―
合
成
洗
剤
シ
ャ
ン
プ
ー
の
髪
へ
の
影
響
―
」
星
野
正
夫 

参
照 

(

注) 

「
シ
ャ
ン
プ
ー
は
髪
を
荒
す
―
合
成
洗
剤
シ
ャ
ン
プ
ー
の
髪
へ
の
影
響
―
」
星
野
正
夫 

参
照 

第
二
回
合
成
洗
剤
研
究
会
講
演
要
旨
集 

収
載 

第
二
回
合
成
洗
剤
研
究
会
講
演
要
旨
集 

収
載 

二
二 

 



 

7 

高
級
ア
ル
コ
ー
ル
系
の
歯
み
が
き
に
つ
い
て
は
、
内
外
の
実
験
結
果
に
基
づ
く
総
合
的
判
断
か
ら
そ
の
安

全
性
に
問
題
は
な
く
、
被
害
の
実
態
調
査
を
行
う
考
え
は
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
皮
膚
刺
激
性
、
急
性

毒
性
の
あ
る
界
面
活
性
剤
を
高
濃
度
に
含
有
す
る
歯
み
が
き
を
口
腔
中
で
使
用
す
る
こ
と
は
は
な
は
だ
し
く

問
題
で
あ
る
。
以
下
次
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(2) 

高
級
ア
ル
コ
ー
ル
系
界
面
活
性
剤
は
粘
膜
吸
収
性
が
強
く
体
内
の
代
謝
も
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も 

(1) 

高
級
ア
ル
コ
ー
ル
系
の
歯
み
が
き
の
使
用
後
、
み
そ
汁
等
食
事
の
味
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
舌
の

味
蕾
細
胞
の
脂
質
が
取
り
去
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
実
を
ど
う
考
え
る
の
か
。 

ま
た
、
リ
ン
ス
に
は
皮
下
浸
透
、
経
口
侵
入
等
に
よ
る
急
性
毒
性
及
び
慢
性
毒
性
は
な
い
と
考
え
る
の
か
、

安
全
性
に
問
題
が
な
い
と
す
る
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(

注)
 

「
歯
ミ
ガ
キ
剤
投
与
に
よ
る
生
体
へ
の
影
響
」 

坂
下
栄 

参
照 

第
二
回
合
成
洗
剤
研
究
会
講
演
要
旨
集 
収
載 

二
三 

 



 

8 

柔
軟
剤
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
安
全
性
に
問
題
は
な
く
、
従
つ
て
、
使
用
禁
止
等
の
措
置
を

講
ず
る
考
え
は
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
柔
軟
剤
使
用
布
の
吸
収
性
能
テ
ス
ト
（
「
暮
し
の
手
帖
」
二
世
紀

18
号
）
に
よ
れ
ば
、
吸
収
性
能
が

1
6
近
く
に
落
ち
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

(4) 

答
弁
に
お
け
る
内
外
の
実
験
結
果
を
具
体
的
に
明
示
さ
れ
た
い
。 

(3) 
練
歯
み
が
き
に
界
面
活
性
剤
を
添
加
し
て
も
、
む
し
歯
の
予
防
効
果
は
な
く
、
か
え
つ
て
健
康
上
い
ろ

い
ろ
問
題
が
あ
る
の
で
、
界
面
活
性
剤
の
添
加
を
禁
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

ま
た
、
柔
軟
剤
の
使
用
等
の
規
制
に
つ
い
て
、
政
府
は
何
ら
か
の
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。 

水
を
ほ
と
ん
ど
吸
わ
な
い
オ
ム
ツ
は
そ
の
用
を
な
さ
な
い
と
思
う
が
、「
暮
し
の
手
帖
」
社
が
行
つ
た
柔
軟

剤
使
用
布
に
よ
る
吸
水
性
能
テ
ス
ト
を
ど
う
評
価
す
る
か
。 

安
全
性
に
問
題
は
な
い
と
考
え
る
の
か
。 

二
四 

 



 

10 

螢
光
剤
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
安
全
性
に
問
題
は
な
く
、
従
つ
て
使
用
禁
止
等
の
措
置
を
講

ず
る
考
え
は
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
そ
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

9 
合
成
洗
剤
に
含
ま
れ
る
増
白
剤
、
青
味
剤
等
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
安
全
性
に
問
題
は
な
く
、

従
つ
て
使
用
禁
止
等
の
措
置
を
講
ず
る
考
え
は
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
本
来
洗
剤
と
は
、
繊
維
に
外
的

に
付
着
し
た
異
物
を
除
去
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
刺
激
性
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
、
毒
性
等
が

懸
念
さ
れ
る
種
々
の
化
学
物
質
を
吸
着
さ
せ
、
又
は
残
留
さ
せ
る
こ
と
は
、
洗
剤
本
来
の
目
的
に
は
な
は
だ

し
く
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
増
白
剤
、
青
味
剤
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
用
を
規
制
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

(1) 

螢
光
剤
と
し
て
繁
用
さ
れ
て
い
る
ジ
ア
ミ
ノ
、
ス
チ
ル
ベ
ン
、
ジ
ス
ル
ホ
ン
酸
は
発
が
ん
性
を
有
す
る

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
従
つ
て
、
螢
光
剤
は
、
薬
事
法
で
は
ガ
ー
ゼ
、
脱
脂
綿
、
包
帯
へ
の
使
用
が
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
食
品
衛
生
法
で
は
昭
和
四
十
五
年
に
食
品
、
紙
ナ
プ
キ
ン
、
食
品
包
装
紙
へ
の
使
用
を 

二
五 

 



 

(2) 

現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
合
成
洗
剤
に
螢
光
剤
が
助
剤
と
し
て
添
加
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
洗
た
く
後
の

乳
児
用
よ
だ
れ
か
け
、
肌
着
、
お
む
つ
等
か
ら
強
い
螢
光
反
応
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
合
成
洗
剤
の
使
用
に
よ
つ
て
病
院
の
包
帯
、
食
堂
や
家
庭
の
布
き
ん
に
も
螢
光
剤
が
残
留
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
合
成
洗
剤
の
使
用
に
よ
つ
て
法
律
等
に
基
づ
く
規
制
に
反
し
た
布
き
ん
、
包 

 

帯
、
お
む
つ
等
を
消
費
者
が
日
常
使
用
し
た
り
身
に
着
け
る
と
い
う
結
果
を
招
い
て
い
る
と
思
う
が
ど
う

か
。 

禁
止
し
て
い
る
。
さ
ら
に
通
商
産
業
省
は
、
よ
だ
れ
か
け
や
肌
着
等
の
乳
幼
児
用
製
品
に
は
で
き
る
だ
け

使
用
を
避
け
る
よ
う
行
政
指
導
（
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日
）
を
行
つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
法
律
等

に
基
づ
く
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
螢
光
剤
の
安
全
性
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
の
か
。 

(

注) 

「
北
海
道
消
費
者
協
会
調
べ
」 

一
九
七
八
年
四
月
七
日
付 

婦
人
民
主
新
聞 

参
照 二

六 

 



 

11 

ス
プ
レ
ー
洗
剤
の
販
売
禁
止
に
つ
い
て
は
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
に
関
す
る
米
国
の
一
部
学
者
の
主
張
す
る
理
論

が
い
ま
だ
結
論
を
得
る
に
至
つ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
有
機
溶
剤
及
び
非
イ
オ
ン
系
界
面
活
性
剤
に
起
因

す
る
健
康
被
害
例
を
承
知
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
考
え
は
な
い
と
の
答
弁

で
あ
る
が
、
メ
ー
カ
ー
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
社
は
、
日
本
消
費
者
連
盟
の
質
問
に
対
す
る
回
答
文
の
中
で
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
の
毒
性
を
は
つ
き
り
認
め
て
お
り
、
成
分
を
自
主
的
に
切
り
替
え
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。 

(3) 

以
上
の
こ
と
か
ら
螢
光
剤
の
洗
剤
へ
の
ビ
ル
ダ
ー
と
し
て
の
添
加
、
衣
料
品
の
加
工
処
理
へ
の
使
用
に

つ
い
て
、
即
時
使
用
禁
止
又
は
大
幅
な
使
用
規
制
の
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

有
機
溶
剤
及
び
非
イ
オ
ン
系
界
面
活
性
剤
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
は
、
ス
プ
レ
ー
洗
剤
「
カ
ラ
ク
リ
ン
」
に

よ
る
皮
膚
障
害
が
起
こ
つ
て
い
る
と
の
苦
情
が
大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
ど
う
考
え
る
か
。 

(

注) 

「
大
阪
府
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

消
費
生
活
ニ
ュ
ー
ス 

N
o.93

 

昭
和
五
十
二
年
四
月
号
」 

参 

二
七 

 



 

 
 

 
 

 

照 
12 

家
庭
用
品
品
質
表
示
法
に
基
づ
く
石
け
ん
、
洗
剤
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
石
け
ん
に
三
％
未
満
の
他
の
界

面
活
性
剤
が
混
入
し
て
い
る
も
の
を
含
め
る
こ
と
と
し
た
理
由
と
し
て
、
石
け
ん
と
洗
剤
を
同
一
の
設
備
で

製
造
す
る
場
合
に
は
、
微
量
の
洗
剤
の
混
入
を
防
ぐ
こ
と
が
技
術
的
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る 

が
、

近
の
市
販
の
粉
石
け
ん
の
合
成
洗
剤
混
入
率
テ
ス
ト
に
よ
れ
ば
混
入
し
て
い
る
も
の
は
極
め
て
少
な

い
。 ま

た
、
こ
の
よ
う
な
事
実
に
か
ん
が
み
、
ス
プ
レ
ー
洗
剤
は
当
然
販
売
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。 

石
け
ん
と
合
成
洗
剤
を
同
一
の
設
備
で
製
造
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
が
何
社
あ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

(

注) 

千
葉
県
消
費
生
活
課
発
行 

「
豊
か
な
消
費
者N

o.45

」
参
照 

二
八 

 



 

四 

そ
の
他
に
つ
い
て
、 

2 

レ
ス
ト
ラ
ン
、
食
堂
、
学
校
給
食
等
に
お
け
る
食
器
に
台
所
用
合
成
洗
剤
が
残
留
し
な
い
よ
う
に
す
る
た 

1 

厚
生
省
は
、
合
成
洗
剤
が
衣
類
に
残
留
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
た
こ
と
は
な
い
と
の
答
弁

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
厚
生
省
が
、
合
成
洗
剤
は
衣
類
に
残
留
す
る
こ
と
を
認
め
た
趣
旨
と
解
し
て
よ
い
の 

 

か
。 

13 
合
成
洗
剤
の
広
告
及
び
表
示
に
お
け
る
不
当
表
示
に
つ
い
て
は
、
業
界
に
対
し
公
正
競
争
規
約
の
設
定
を

指
導
中
で
あ
り
、
こ
の
規
約
に
お
い
て
不
適
切
な
表
示
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る

と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
現
時
点
に
お
け
る
公
正
取
引
委
員
会
の
具
体
的
な
指
導
状
況
及
び
指
導
内
容
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
残
留
す
る
と
認
め
る
な
ら
ば
、
ど
の
程
度
の
数
値
の
も
の
が
残
留
す
る
と
考
え
る
の
か
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

二
九 

 



 

4 

学
校
教
育
に
お
い
て
合
成
洗
剤
の
有
害
性
、
使
用
上
の
注
意
等
及
び
石
け
ん
の
使
用
方
法
等
を
取
り
上
げ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
の
家
庭
科
、
中
学
校
の
技
術
、
家
庭
科
等
で
合
成
洗
剤
の
使
用
上
の
注
意
等

は
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
そ
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

3 

水
道
水
の
水
質
基
準
に
つ
い
て
は
、
陰
イ
オ
ン
系
界
面
活
性
剤
に
つ
い
て
の
水
質
基
準
の
安
全
性
は
十
分

に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
界
面
活
性
剤
に
つ
い
て
も
、
そ
の
安
全
性
に
つ
き
特
に
問
題
は
な
い
と
の

答
弁
で
あ
る
が
、
水
質
基
準
の
安
全
性
を
確
認
し
て
い
る
と
す
る
根
拠
及
び
他
の
界
面
活
性
剤
に
つ
い
て
問

題
は
な
い
と
し
て
い
る
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(1) 

合
成
洗
剤
の
有
害
性
及
び
環
境
へ
の
悪
影
響
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、
真
実
を
知
ら 

め
の
監
視
、
指
導
に
つ
い
て
は
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
使
用
基
準
を
定
め
、
従
来
か
ら
監
視
、
指
導
を
行

つ
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
使
用
基
準
を
守
れ
ば
残
留
し
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
監
視
、
指
導
を
行
つ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三
〇 

 



 

5 

学
校
給
食
に
お
け
る
石
け
ん
用
洗
浄
機
械
の
導
入
に
よ
つ
て
合
成
洗
剤
の
使
用
を
止
め
さ
せ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
合
成
洗
剤
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
液
の
濃
度
、
浸
漬
時
間
、
す
す
ぎ
の
方
法
等
に
留
意
し
て
使

用
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
学
校
給
食
に
お
い
て
有
害
性
を
前
提
と
し
て

合
成
洗
剤
を
使
用
し
て
い
る
と
理
解
し
て
よ
い
の
か
。 

(4) 

石
け
ん
を
使
用
す
る
家
庭
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
合
成
洗
剤
の
み
を
使
用
す
る
生
活
を
前

提
と
し
て
学
校
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
洗
剤
メ
ー
カ
ー
保
護
の
た
め
の
学
校
教
育
と
言
わ
れ
て

も
し
か
た
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

(3) 

洗
浄
力
が
合
成
洗
剤
よ
り
優
れ
て
い
る
粉
石
け
ん
の
洗
た
く
方
法
に
つ
い
て
、
教
科
書
が
触
れ
て
い
な

い
の
は
片
手
落
ち
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

(2) 
少
な
く
と
も
、
合
成
洗
剤
の
問
題
点
は
児
童
、
生
徒
に
知
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

せ
る
教
育
の
目
的
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。 

三
一 

 



 

6 

繊
維
の
加
工
処
理
に
当
た
つ
て
使
用
さ
れ
る
化
学
薬
品
の
製
造
及
び
販
売
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
繊
維
の

加
工
処
理
以
外
の
目
的
に
も
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
製
造
及
び
販
売
段
階
で
一
律
に
規
制
を
行
う
こ

と
は
適
当
で
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
繊
維
の
加
工
処
理
以
外
に
ど
の
よ
う
な
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る

の
か
。 

ま
た
、
合
成
洗
剤
使
用
の
給
食
現
場
調
理
員
に
は
、
手
荒
れ
、
た
だ
れ
、
つ
め
割
れ
等
の
身
体
被
害
を
訴

え
る
者
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
す
べ
て
労
働
災
害
と
し
て
認
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。
な
お
、
政
府
は
、
こ
れ
ら
被
害
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
考
え
が
あ
る
か
。 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
衣
料
品
に
残
留
す
る
化
学
薬
品
の
人
体
に
対
す
る
安
全
性
に
つ
い
て
問
題
は
な
い
と
考

え
て
い
る
の
か
、
も
し
、
安
全
性
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
根
拠
と
な
る
論
文
名
、 

ま
た
、
繊
維
の
加
工
処
理
に
使
用
さ
れ
る
化
学
薬
品
は
、
衣
料
品
の
販
売
段
階
で
は
ど
の
程
度
残
留
し
て

い
る
か
、
そ
の
実
態
を
十
分
把
握
し
て
い
る
の
か
。 

三
二 

 



 

8 

赤
潮
発
生
の
原
因
物
質
の
一
つ
で
あ
る
燐
に
関
す
る
諸
対
策
の
実
施
及
び
赤
潮
に
よ
る
漁
業
被
害
の
補
償

に
つ
い
て
は
、
燐
の
排
出
源
に
つ
い
て
総
合
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
合
成
洗
剤
中
の
燐
酸
塩
に
つ

い
て
さ
ら
に
一
層
、
低
減
化
す
る
よ
う
行
政
指
導
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
等
及
び
赤
潮
に
よ
る
漁
業

被
害
の
救
済
に
つ
い
て
、
養
殖
共
済
契
約
の
赤
潮
特
約
に
係
る
掛
金
を
全
額
公
費
負
担
と
し
て
い
る
こ
と
を 

7 
界
面
活
性
剤
の
食
品
、
化
粧
品
及
び
医
薬
品
へ
の
使
用
制
限
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
使
用
さ
れ
る
界
面

活
性
剤
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
安
全
性
は
十
分
に
確
認
さ
れ
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
キ
ノ
ホ
ル
ム
、
サ

リ
ド
マ
イ
ド
、
Ａ
Ｆ

2
等
に
よ
る
悲
惨
な
被
害
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
安
全
性
の
確
認
が
十
分
に
行
わ
れ
な
か

つ
た
た
め
に
招
来
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
の
経
験
に
照
ら
し
て
も
、
な
お
か
つ
、
界
面
活
性
剤
の

安
全
性
は
十
分
に
確
認
さ
れ
た
と
断
言
し
得
る
も
の
で
あ
る
の
か
。 

資
料
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

界
面
活
性
剤
の
安
全
性
確
認
の
具
体
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

三
三 

 



 

(3) 

政
府
が
実
施
し
て
い
る
排
出
源
の
実
態
、
排
出
水
の
水
質
レ
ベ
ル
、
処
理
技
術
の
実
態
、
規
制
の
効
果 

(2) 

洗
剤
メ
ー
カ
ー
は
、
燐
酸
塩
の
含
有
量
を
自
主
的
に
規
制
す
る
と
称
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭

和
五
十
二
年
の
東
京
都
消
費
者
セ
ン
タ
ー
調
査
（
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
～
昭
和
五
十
二
年
五
月
）
に
よ
れ

ば
、
全
調
査
商
品
の
四
四
％
が
自
主
規
制
値
を
超
え
て
お
り
、
政
府
の
行
政
指
導
は
十
分
実
効
を
あ
げ
て

い
な
い
。
政
府
は
、
メ
ー
カ
ー
に
対
し
い
か
な
る
行
政
指
導
を
行
つ
て
い
る
の
か
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。 

(1) 

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
輸
入
鉱
物
資
源
で
あ
る
燐
を
海
や
川
に
た
れ
流
し
て
公
害
を
発
生
さ
せ
て
い
る
こ

と
は
、
資
源
有
限
時
代
に
極
め
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

内
容
と
す
る
答
弁
が
あ
つ
た
が
、
合
成
洗
剤
は
貴
重
な
鉱
物
資
源
で
あ
る
燐
を
多
量
に
含
有
し
て
お
り
、
こ

の
燐
が
河
川
や
海
に
排
出
さ
れ
て
富
栄
養
化
、
赤
潮
の
ひ
ん
発
の
原
因
と
な
り
、
沿
岸
漁
業
に
甚
大
な
被
害

を
与
え
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
よ
つ
て
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三
四 

 



 

9 

合
成
洗
剤
を
含
む
生
活
排
水
に
よ
る
農
業
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
取
水
源
の
転
換
等
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
長
期
的
対
策
と
し
て
下
水
道
の
整
備
等
に
よ
り
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
の
防
止
に
努
め
て
い
る 

(5) 

三
重
大
学
安
達
六
郎
氏
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
Ｌ
Ａ
Ｓ
は
、
海
水
中
低
濃
度
で
は
か
え
つ
て
赤
潮
の
原

因
と
な
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
異
常
な
増
殖
を
助
長
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
研
究
報
告
を
ど
う

評
価
す
る
か
。 

(4) 
洗
剤
メ
ー
カ
ー
は
、
赤
潮
に
よ
る
被
害
の
救
済
に
関
し
て
い
か
な
る
費
用
も
負
担
し
て
い
な
い
が
、
汚

染
者
負
担
の
原
則(

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
原
則)

に
の
つ
と
り
、
沿
岸
へ
の
排
出
水
中
の
燐
分
の
割
合
に
従
つ
て
洗
剤

メ
ー
カ
ー
に
も
そ
の
費
用
を
負
担
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

等
の
調
査
に
つ
い
て
、
そ
の
進
行
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(

注)
 

「
洗
剤
汚
染
と
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
」 
三
重
大
学
水
産
学
部 

安
達
六
郎 

参
照 

「
合
成
洗
剤
追
放
を
め
ざ
し
て
」 
合
成
洗
剤
追
放
全
国
連
絡
会
編 

収
載 

三
五 

 



 

と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
マ
ン
モ
ス
団
地
の
生
活
排
水
が
流
入
す
る
河
川
の
下
流
域
等
で
は
、
高
濃
度
の
Ｌ
Ａ

Ｓ
等
が
水
田
等
に
流
入
し
て
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
マ
ン
モ
ス
団
地
等
に
お
い
て 

は
、
と
り
あ
え
ず
合
成
洗
剤
の
使
用
規
制
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

ま
た
、
答
弁
に
よ
れ
ば
、
生
活
排
水
に
よ
る
農
産
物
被
害
は
窒
素
過
多
に
よ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
Ｌ

Ａ
Ｓ
に
よ
る
農
作
物
の
生
育
阻
害
等
の
現
象
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。 

ま
た
、
三
重
大
学
谷
山
鉄
郎
氏
ら
の
実
験
で
は
、
合
成
洗
剤
は
水
稲
の
生
育
を
は
な
は
だ
し
く
阻
害
す
る

が
、
石
け
ん
は
、
か
え
つ
て
稲
の
栄
養
分
と
な
り
成
長
を
促
進
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
実
験

結
果
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
合
成
洗
剤
の
使
用
を
規
制
し
石
け
ん
の
使
用
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。 

(

注) 

「
各
種
洗
剤
と
水
田
の
生
態
反
応

(1)
」
三
重
大
学 
谷
山
鉄
郎 

他 

参
照 

三
六 

 



 

第
二
回
合
成
洗
剤
講
演
要
旨
集
収
載 

10 

合
成
洗
剤
に
代
わ
る
石
け
ん
等
代
替
品
の
開
発
及
び
普
及
の
促
進
と
洗
た
く
機
等
洗
浄
設
備
の
改
善
に
つ

い
て
は
、
石
け
ん
を
使
用
す
る
場
合
に
は
有
機
物
汚
染
量
が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
牛
脂
等
石
け
ん

原
料
資
源
に
限
界
が
あ
る
こ
と
等
の
難
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
面
的
に
石
け
ん
等
の
代
替
品
へ
の
移
行
を

促
進
す
る
必
要
は
な
い
、
ま
た
石
け
ん
の
生
産
販
売
等
消
費
者
の
需
要
に
こ
た
え
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
と

の
答
弁
で
あ
る
が
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
そ
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(2) 

Ｌ
Ａ
Ｓ
、
燐
酸
等
に
よ
る
環
境
汚
染
等
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、
石
け
ん
の
も
た
ら
す
環
境
へ
の
負
荷
の

方
が
少
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

(1) 

石
け
ん
の
使
用
に
よ
つ
て
有
機
物
汚
染
量
が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
が
、
石
け
ん
分
（
脂
肪
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
）
は
、
ベ
ン
ゼ
ン
環
、
硫
酸
基
等
を
含
ま
ず
、
環
境
中
に
排
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か

に
水
と
二
酸
化
炭
素
に
分
解
さ
れ
て
有
害
物
質
を
出
さ
な
い
点
に
着
目
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

三
七 
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家
庭
廃
油
を
石
け
ん
の
原
料
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
回
収
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
回

収
、
精
製
等
に
多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
工
業
的
規
模
で
家
庭
廃
油
を
原
料
と
し
て
製
造
す

る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
聞
い
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
家
庭
の
台
所
の
残
り
油
を

流
し
に
捨
て
た
場
合
、
冷
え
た
油
分
が
じ
ん
か
い
と
混
じ
り
、
公
団
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
集
合
住
宅
の
排
水
管 

(5) 

石
け
ん
の
生
産
、
販
売
等
に
関
し
て
政
府
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
る
の
か
。 

(4) 

給
湯
式
等
の
粉
石
け
ん
用
洗
た
く
機
の
普
及
に
よ
り
、
粉
石
け
ん
は
年
間
十
～
二
十
万
ト
ン
で
済
む
の

で
、
現
在
の
合
成
洗
剤
に
よ
る
環
境
汚
染
、
人
体
へ
の
被
害
を
な
く
す
た
め
、
速
や
か
に
粉
石
け
ん
の
使

用
の
促
進
と
そ
の
使
用
に
必
要
な
洗
た
く
機
の
普
及
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

(3) 

政
府
は
、
牛
脂
、
植
物
油
脂
等
の
石
け
ん
原
料
に
限
界
が
あ
る
と
い
う
が
、
現
在
石
油
危
機
等
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
、
有
限
の
資
源
で
あ
り
合
成
洗
剤
の
原
料
で
あ
る
石
油
に
比
べ
れ
ば
、
動
植
物
油
脂
は
石
け

ん
原
料
と
し
て
そ
の
生
産
、
供
給
は
は
る
か
に
安
定
し
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

三
八 
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油
脂
原
料
資
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
菜
種
等
の
作
付
け
の
奨
励
に
つ
い
て
は
、
菜
種
油
は
将
来
と
も
直

ち
に
石
け
ん
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
菜
種
に
つ
い
て
は
そ
の
生
産
振
興
に
努
め

て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
菜
種
油
の
み
で
な
く
大
豆
、
米
ヌ
カ
な
ど
の
植
物
油
脂
、
魚
脂
な
ど
の
動
植

物
油
脂
は
み
な
石
け
ん
の
原
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

石
油
は
、
い
つ
か
は
枯
渇
す
る
有
限
な
資
源
で
あ
る
が
、
動
植
物
油
脂
は
作
付
け
、
飼
育
の
継
続
に
よ
つ

て
永
遠
に
こ
れ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
無
限
の
資
源
で
あ
る
。
よ
つ
て
こ
の
無
限
の
資
源
の
開
発
に
政
府
は 

の
内
壁
に
付
着
し
、
層
を
作
り
、
管
を
詰
ま
ら
せ
る
こ
と
、
こ
の
結
果
建
物
の
耐
用
年
数
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
、
下
水
処
理
場
の
処
理
能
力
を
は
な
は
だ
し
く
低
下
さ
せ
る
こ
と
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
す
れ
ば
、
家

庭
廃
油
を
回
収
、
精
製
し
て
再
利
用
を
図
る
こ
と
は
社
会
的
利
益
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
。
廃
油
脂
の

1
4

ほ
ど
が
回
収
さ
れ
れ
ば
、
石
け
ん
の
原
料
は
ま
か
な
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
政
府
は
率
先
し
て
廃
油

の
再
資
源
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

三
九 

 



 

 

四
〇 

全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


